
令和元年度 学力診 H「のためのテスト
中 で数

中学校第 1学年

次の口1算をしなさい。

(1)-8■ 4

(2) 2 ×(-6)― (-12)‐ 3

(3)5× (-2)2

,ハ  ー 3■ +5. ′
4ヽ′  ~~ ,~~‐ X生

(5, 3(2χ -4)― (3χ・ 2)

答えは,すべて解答用紙にかきなさい。

計算するときは,余白を使いなさい。

線を引くときや図をかくときは,三角定規やコンパスを使用しなさい
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次ので1,か ら(5)ま でのイ問いに答えなさい。

|], 84を素因数分チ∫しなさい。

12' 式 χ×6-夕 :3を 記号X.― を使わないで表しなさtヽ .

0

0

|`, 10mの針金があります。この針金の二さを量ったらαgで した.

この針金の lmあたりの重さは何 gですか。αを用いた、で表しなさい.

C

131 ■-3 夕‐-2●)と きの.式 2x+3,の 値を求めなさい.

15'「 111,大gの荷1″ 5イロと. 1個 夕kgの荷物2価を合わせた
=さ
は.20 kg以 上である」

という致量の関係を.不等式でましなさい。
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□ 次の(1)から(3)ま での各問いに各ぇなさい.
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〈問題〉

学校から図書館までの道の
`,は
8kmです。花子さんは.学校から図書館に向かい.

自転車に来って時連 16kmでたっていました。途中で自薫車が故障したため.残 りの

道のりを時速4kmで歩きました。日転車に乗った時間と歩いた時間が等しいとき.

白転車に乗った道のりを求めましょう。

15:(■ -3)‐ 5:2
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〈考え方)

自転車に■った道のりをχkmと すると.歩いた道のりは8-χ kmと 表せる。

このとき.白 li車でたった時間は

去せる.

ア 時間.歩いた時間は イ |1手 間と

自1云車に■った|け間と歩いた時間が ,しいかい.

ができる。
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(1)次の方程式を解きなさい。
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(3, 次の問題と考え方を読んで.下の [二 Z二].[ニヱニ]に当てはまる式を書きなさい。
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図 1のようにマグネッl・ を」「五′1形の形になるように並べる.

このとき 次の(1,から131までの各|]]いに答ぇなさい。

(1)l辺に7個ずつ並べるのに必要なマグ不ットの個数

を求めなさい。
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図 1

(2, 図2のようにマグ不ットを囲むと. 1辺にπ個ずつ並べるのに必要なマグ不ッi・の個数は

次のように説明することができる。

(説明〉

図2の ようにマグ不ットを,」むとき

lつの囲みにマグ不ツトが ア 個ある.,こ の|]みは

5つあるので 2.要 なマクネ メ |・ のイ回メは

である。

41」

したがって. 1辺に″何ずつ並べる',に必要なマグネッl・

の個数を表す式は.[ニヨ三]となる。

イ

図 2

(3)図 3の ようにマグネットの国み方を変えたとき. 1辺 に″個ずつ並べるのに必要な

マグネットの個数は5(″ -2)+5と いう式で表すことができる。 1,'に″個ずつ

並べるのに必要なマグネットの個数を表す式が 5(η -2)+5と なる理由について.

下の説明を完成させなさい。

説明の ア に当てはまる式を答えなさい。

したがって. 1辺に″桐すつ並べるのに必要なマグ不ットの

個数を表す式は.5(″ -2)+5と なる。
図 3
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〈説明)

図3のようにマグネットを図むとき.
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(1' 比例夕‐3■の■の値とそれに対′Lす るンのr・1の |■係について.下のアからIまでの中から
正しいものを1つ選び.記号で答えなさい.

7 ″の値とνの値の和は.いつも3である.
イ ンの値から,■の値をひいた差は.いつも3である。
ウ ″の値と夕の値の積は.いつも3である。
工 χの値が 0でないとき.メの値を■の値でわった商は.いつも3である。

(2)下の図の直線は.比例のグラフを表しています。
■の変域:が 1≦χ≦3のとき.夕 の変域はどのようになりますか。

下のそれぞれのL_三コに当てはまる数を求めなさい。
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次の(Ⅲ.(2)の 問いに各えなさい。
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161 次の (1). 12)の問いに答えなさい。
11)夕 がガに反比例するものを.下のアからIま での 1'か ら,つ選ひ.記号で答えなさい。
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12oページの本を.χベージ読んだときの残りのベージ数がノ
ページ

1本70円 の鉛筆を

“

本買ったときの代金が,円

χ11の リボンを3等分したときの1本の長さが夕nヽ κイ,ヽ
4はmの道のりを時速χ klnで進んだときにかかる時間が
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(2)下の表は.夕 が″に反比例する関係を表したものです。夕を■の式で表しなさ
い。
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下のグラフは.太郎さんのクラスの通学 li十問

次の(】 )(2)の問いに答えなさい。

(人 )

12

10

8

6

4

2

0

通学時間調べ
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(1)運学時間が長いほうから数ぇて11番 目の人は.何分以上何分未満の範囲に入りますか。

下のアから工までの中から1つ選び.記号で答ぇなさい。

ア 10分
'L15分

十満

イ 15分以 l■20分未満

ゥ 21,`ヽ ,1125分未満

工 」5●サ_1■ 1,0.月、,市
0

(2)通学時間が20分以上 ')人数は.全体の何%か答えな
さい。
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18」 次の図1の△ABCに おいて.下の ,からC,の手順で.図 2の ように直線APを 4図
しました。

図 l                   A

B C

図 2
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作図の方漱

● 辺BCの延」モ線 Lこ ■Dを とる.
●| '点 へを中心として.直線Bl)と 2点で交わる弧をかき.その弧と直線‐BDと の
交点を点E. 点Fと する。

C' 点E.点 Fをそれぞれ中心として πいに交わるように等しい半径の弧をかき.
その交点の 1つ を点 Pと する。

こ
' 
頂点Aと点Pを●る直線をひく.直線BDと直線Ar'の交点を点Gとする.

この方法によつて件図した直線APに ついて.必ず成 り
'つ
ことがらを下のアからエ

までのやから1つ選び.記号で答えなさい。

ア 直線APは .線分CDの工直二等分線である。
直線APは .直線BDの■線なので.線分ACは ▲ AB(｀ の高さになる.
1'根 AI'は . ∠CADの二等分散 である.
直nAPは  ]1点 Aと 森分CDの中点をnち 亡淑 こある.
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下の図 ')よ うに.△ ABCが ある.矢 印 PQの 方向 11線 分 PQの よ さだけ平行移」
"

させた図形をか きなさい。
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(説明〉

点 Gを回転の中心として は 対称移動)させる。
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-8-

ス作FO.■ ,と な|〕 ます.

.  |  |  |  |  |
|  1  1  1  1  1
1‐  1 1-| |

.   |   |   |   |   |

.   .   |   |   |   |

.   1   1   1   1   1

「

 ■ ¨    |~  |   |
|   |   |   1    1   1

‐  .. ● ―

|  ●́

・ ′  :

:  /1   :
: /‐   ‐

l i
|    |―    |

|      |      |

|  :  |
´  ・   :   :   |   .

|― ― |―
‐

_ 1         1         1          1          :         ,
｀

一
:|.|

, 
― ・` ι   

―
 ■     ,     ・   ~~'

|    ヽ  1    1    1   :
|    |＼   |    |    |    :
・   ・  ヽ1    1    1    :
|   |   `|    |    ・   :
・    _  、 |   |   :   ,
|      ヽ|    |    |   |
|    |   |ヽ    .     .     ・
._ : 1:  |  : ■
|   _  ||   ・    |   |

|   .  .[   .   I   I
.  : |:  |  :  `

| ' 1: | : :

/ 1 1

|‐―■ l  .‐
    ‐

, 
‐   |~~|
|      |      |

「
~~~~~|

四 下の正六角形は.図形アを次々に移動させてつくつた図形とみることができる。

下の説明は.図形アが図形イに 1回で移動する方法を説明したものである。下の説明を

参考にして.図形アが図形イに 1口で移動するための別の方法を説明しなさ
い。
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